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■語学研修

本学の交流協定大学であるアルバータ大学（カナダ）語学研修に、１２名（医学部１０名、保健医療学部２名）の学生が参加し
ました。

研修期間中、同大学の語学研修プログラムやホームスティを通し、語学力を向上させるとともに、実際にＯＴ／ＰＴ学科や看護
学科のシミュレーション施設などの見学を行い、カナダの医療システムについても学びました。
・派遣期間：８月２日（日）～８月２３日（日）
・研修期間：８月４日（火）～８月２１日（金）



■学生交流（臨床実習）

本学では、２００９年から中国医科大学（瀋陽市）、２０１１年から韓国カトリック大学（ソウル市）と協定を締結し、学生交流（臨
床実習）を行っています。

この交流事業は、アジアで医学を学ぶ学生が共に臨床実習を行うことで、国際的な視野を身につけるとともに、専門的な知識
を習得することを目指しています。
（１）中国医科大学への学生派遣

本学医学部第５学年 髙橋 駿太さんと辻 喬繁さんを派遣しました。
中国の医療現場の実習に興味を持ち、また、臨床医学を英語で学びたいという二人は、中国医科大学で次のとおり臨床

実習を行いました。
・１０月２６日（月）～１０月３０日（金）：心臓外科（髙橋さん）、内分泌科（辻さん）
・１１月 ２日（月）～１１月 ６日（金）：腫瘍外科（髙橋さん）、消化器内科（辻さん）

（２）中国医科大学からの学生受入
中国医科大学医学部第５学年 王憶寧さんと秦萌さんが来学しました。
日本の医療に興味を持ち本学に来学された二人は、次のとおり臨床実習を行いました。
・１月１８日（月）～１月２２日（金）：医学部腫瘍・血液内科学講座（王さん・秦さん）
・１月２５日（月）～１月２９日（金）：医学部皮膚科学講座（王さん）、医学部産婦人科学講座（秦さん）



（４）韓国カトリック大学からの学生受入
韓国カトリック大学医学部第６学年、Kang Min Suk（カン ミンスク）さんが来学しました。
日本の医療に興味を持ち本学に来学され、次のとおり臨床実習を行いました。
・２月２２日（月）～２月２６日（金）：医学部消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座
・２月２９日（月）～３月１１日（金）：医学部呼吸器・アレルギー内科学講座
・３月１４日（月）～３月１８日（金）：医学部リハビリテーション医学講座

（３）韓国カトリック大学への学生派遣
本学医学部第５学年 蛯谷 由真さんと長門 真美さんを派遣しました。
韓国の医療現場の実習に興味を持ち、また、臨床医学を英語で学びたいという二人は、韓国カトリック大学で次のとおり

臨床実習を行いました。
・１１月 ９日（月）～１１月２０日（金）：放射線科（蛯谷さん）、循環器内科（長門さん）
・１１月２３日（月）～１２月 ４日（金）：形成外科（蛯谷さん）、産婦人科（長門さん）



■大学院生・研究生・研究医の短期留学

国際水準の研究者を育成することにより、本学の研究及び教育水準の向上を目的として、本学の大学院生、研究生及び研
究医を対象に、海外の大学で行う短期留学（研修）に対する助成事業を平成２０年度から実施しています。

平成２７年度は、大学院保健医療学研究科 理学療法学・作業療法学専攻 博士課程後期第１学年 後藤 幸枝さんがカナ
ダのアルバータ大学及びグレンローズリハビリテーション病院で、作業療法の実践やバーチャルリアリティシステムのリハビリ
テーションへの応用例などの研究を行いました。

・８月１６日（日）～１１月１３日（金）：アルバータ大学、グレンローズリハビリテーション病院

本学は、パウロ財団（フィンランド）、アルバータ大学（カナダ）、中国医科大学、マサチューセッツ州立大学（アメリカ）、佳木斯
大学（中国）と研究者の交流協定を締結しており、これら海外の大学間と、研究者の相互交流を行っています。
平成２７年度は４大学に５名を派遣し、また、２大学から２名の交流研究者が来学されました。

（１）派遣
①パウロ財団（ヘルシンキ大学）

・交流研究者：保健医療学部理学療法学第二講座 渡邉 耕太 教授
・交流期間：８月２４日（月）～９月２１日（月）

②佳木斯大学康复医学院
・交流研究者：保健医療学部理学療法学第二講座 根木 亨 助教
・交流期間：８月２２日（土）～８月２９日（土）

③アルバータ大学リハビリテーション医学部
・交流研究者：保健医療学部理学療法学第一講座 小塚 直樹 教授
・交流期間：９月１２日（土）～９月２１日（月）
・交流研究者：保健医療学部理学療法学第二講座 片寄 正樹 教授
・交流期間：９月１２日（土）～９月１８日（金）

④マサチューセッツ州立大学医学部
・交流研究者：医学部集中治療医学 片山 洋一 助教
・交流期間：１０月２５日（日）～１１月５日（木）

■教員・研究者の医学交流



（２）受入
本学における教育・研究の発展を図るため、来学された交流研究者を講師とする「国際医学交流セミナー（以下「セミナー」

といいます。）」を実施しています。

①中国医科大学
・交流研究者：中国医科大学第一附属病院産科 楊 揚（ヤン ヤン） 医師
・受入先：医学部産婦人科学講座
・交流期間：９月５日（土）～９月１８日（金）
・セミナー：中国医科大学第一附属病院産科の紹介（９月１４日（月）開催）

②パウロ財団
・交流研究者：ヘルシンキ大学病院 Timo Sakari Atula（ティモ サカリ アトゥラ） 医師
・受入先：医学部耳鼻咽喉科学講座
・交流期間：３月２日（水）～３月２８日（月）
・セミナー：耳鼻咽喉科疾患の治療の変革－特にヘルシンキでの経験に基づいた頭頸部癌治療について
（３月１４日（月）開催）



■仏語圏アフリカ 母子保健研修

本学ではＪＩＣＡの委託を受け、課題別研修「母子保健（Ａ）」コースを実施しており、平成２７年度で８回目となりました。

本研修では、アフリカ地域住民の健康ニーズに対応した母子保健医療サービスの提供を目指し、研修員の所属する機関に
おける人材育成のための教育・研修の充実を図ることを目的に、札幌近郊のほか北見市などにおいて、母子保健関係の医療
機関、大学及び行政機関等で我が国の母子保健の実態と人材育成について研修を行いました。
・研修期間：１０月５日（月）～１１月１３日（金）
・参加国：仏語圏アフリカ５カ国：８名（コートジボワール、コンゴ民主共和国、モーリタニア、ニジェール、セネガル）

■日系研修員事業

中南米日系人に対する理学療法の習得及び中南米日系人作業療法士に対する教育や臨床の機会を提供するため、本学で
は平成１９年度からＪＩＣＡの委託を受け、これまで６名の研修員を受け入れています。

平成２７年度においては、ＪＩＣＡ日系研修員として、安里 美恵さん（ボリビア）を保健医療学部理学療法学第一講座で５月１８
日（月）から３月４日（金）までの１０ヶ月間受け入れ、小児や高齢者を中心とした理学療法に関する研究を行いました。



■ロシアサハリン州からの研修

サハリン州立病院 トラヤン・ドミトリー・アスコリドビッチ医師、Ｆ．Ｓ．アンクディノフ記念ユジノサハリンスク市立病院 キム・プ
ン・セン医師が公益信託北海道・ロシア極東医療交流基金サハリン州医師研修事業により、本学附属病院で研修を行いまし
た。
公益信託北海道・ロシア極東医療交流基金（コースチャ基金）は、平成２年にサハリン州から火傷を負ったコンスタンチン君を

本学附属病院に緊急搬送し、治療を行った際の義援金について、「北海道とサハリン州との医療交流に役立ててほしい」という
御両親の申し出により創設され、運用されているものです。
平成４年度からスタートした本事業による研修受入は、２１回目を迎えています。
・研修日程：２月１日（月）～２月１２日（金）
・受入先：トラヤン医師（２月８日～２月１２日）～医学部脳神経外科学講座、神経内科学講座、リハビリテーション医学講座、

神経科学講座、神経再生医療学部門
キム医師（２月１日～２月９日）～医学部形成外科学、救急医学講座

■交流協定校関係者来学

本学と学術交流協定を締結している中国黒竜江省佳木斯（ジャムス）市の佳木斯大学邱洪斌校長一行が１２月１５日（火）に
来学しました。
邱校長一行は、島本学長らと研究交流などについて懇談した後、本学のリハビリテーション実習施設を見学しました。



■報告会

本学では、国際医学交流事業（旧：北方医学交流事業）をはじめとする交流事業を展開しておりますが、本学から海外の大
学へ派遣した方々の交流・研究成果を広く共有し、本学の教育・研究の発展に役立てるため、例年、国際交流活動報告会を
開催しています。
平成２７年度は、学長をはじめ約６０名の学生・教員が参加しました。
・日時：１月１８日（月）
・場所：北第一講義室
・報告：国際医学交流事業（アルバータ大学） 浅利 剛史 助教

（ヘルシンキ大学） 渡邉 耕太 教授
（アルバータ大学） 小塚 直樹 教授、片寄 正樹 教授
（佳木斯大学） 根木 亨 助教
（マサチューセッツ州立大学） 片山 洋一 助教

札幌医科大学短期留学助成事業（アルバータ大学等） 後藤 幸枝さん（大学院生）
アルバータ大学語学研修 派遣学生
中国医科大学臨床実習派遣事業 派遣学生
韓国カトリック大学臨床実習派遣事業 派遣学生
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